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支

那
、投

資

の

国

際

的

共

同

q

戸

田

海

市

畠.

、
一

資

本

の
国

際

的

移

動

目
下
我
国
ざ
英
米
佛

の
三
大
國
ε
の
聞

に
於
て
支
那
に
於
け
る
投
資
起
業
に
騙
す
る
協
議
か
進
行
し
つ
、
あ

る
が

此
協
議
は
事
貸
に
於
て
支
那
の
外
資
輸
入

の
国
際
的
原
則
を
決
定
す
る
も
の
て
あ
り
、
從
っ
て
此
協
議

の
内
容

の

如
何
は
支
那
の
運
命
に
大
關
係
を
有
す
る
と
同
時
に
、.
我
国
に
封
し
.て
も
深
甚

の
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
て
あ
る
。

支
那
に
謝
す
る
投
資
.ぜ
支
那
の
経
済
的
保
全
達
に
付
き
予
輩
は
戦
争
以
来
再
三
本
誌
に
於
て
之
を
諭
し
な
慣
、
愈

本
問
題
か
具
艦
的
ε
な
ら
ん
と
し

つ
、
あ
る
今
日
に
於
て
更
に
予
輩
の
主
張
を
繰
返

し
て
論
ず

る
こ
ε
は
無
益

の

業
て
あ
る
ま
.い
。
而
し
て
本
問
題
を
論
ず
る
に
は
先

つ
資
本

の
國
際
的
移
動

の
今
後

に
於
け
る

一
般
的
形
勢
を
観

察
す
る
こ
ε
を
便
利
ご
す
る

資
本
も

「
般
商
品
ご
回
し
く
餓
り
あ
る
國
よ
り
足
ら
さ
る
國
に
向

っ
て
移
動
す
る
。
戦
前
に
於
て
年

々
英
国
か
二

十
億
内
外
、
佛
凋
か
各
十
億
内
外

の
資
本
を
外
國
に
輸
出
投
下
ず
る
こ
ご
は
、
恰
も
此
等

の
國
か
年

々
鐵
材
織
物

機
械
等
の
商
品

の
略
ほ

一
定
量
を
輸
出
す
る
こ
と
」
回
し
く
、
其
國

の
経
済
界
の
李
調
を
保

つ
に
必
要
ご
見
做
さ

支
那
投
資
の
国
際
的
共
同

第
九
巻

(鶴
一
.號

.
一
.
=
)

二
一

'



「

支
那
投
資
の
国
際
的
共
同

第
九
巻

(第
一
號
.
二
二
)

二
こ

れ
て
居
な
。
最
も
商
品
ご
異

っ
て
資
本
は

一
般
的
購
買
力

の
形

に
於

て
取
扱
は
る
エ
も
の
て
あ

る
か
ら
、各
国
に
於

て
商
品

の
輸
入
ご
略
ほ
同
量

の
輸
出

ε
か
同
時
に
行
は
る
》
か
如
く
に
.、
資
本

の
輸
出
ε
輸
入
ご
か
同
時
に
行
は

れ
る
場
合
は
な
い
。
只
た
年
亙
互
額

の
資
本
を
輸
出
し
て
之
を
外
厨
に
固
定
的

に
投
下
す

る
國
に
在
て
も
、
國
内

の
金
融
市
場

の
懸
呪
に
出

て
は

一
時
短
期
資
金
を
外
厨
よ
り
輸
入
す
る
場
合
は
多

い
。
職
前

の
濁
逸

の
如

き
は
外

画
よ
力
相
當
に
多
く
資
本
を
輸
入
利
用
し
つ
、
、

一
方
に
鳳
外
國
事
業

に
投
資

七
て
共
事
業
に
要
す
る
機
械
材
料

等

の
注
文
を
引
受
け
、
即
ち
商
品
輸
出

の

一
方
法
ご
し
て
割
合
に
多
く
の
資
本
を
輸
出
し
、
叉
戦
前

の
米
國
も
欧

洲
よ
り
資
本
を
輸
入
し
つ
玉
、

一
方

に
.は
種
々
の
ト
ラ
ス
ト
其
他

の
大
企
業
か
国
際
的
地
歩
を
固
め
る
爲
め
に
其

事
業
ご
關
聯
せ
る
外
国
事
業
に
投
資
す

る
腸
合
も
あ

っ
九
。
此

の
如
く
資
本
も
或
程
度
ま
て
は
同
時
に
輸
出
入
せ

.

ぢ
る
、
場
合
か
な
い
て
は
な
い
が
、
大
照
に
於

て
資
本

の
輸
入
國
ご
輸
出
国
せ
の
匠
別
か
存
在
し
、
戦
前
に
於
け

る
主
要
の
賓
本
輸
出
国
は
英
佛
凋
自
て
あ
っ
た
が
、
戦
後
當
分
の
間
は
栄
國
が
最
大

の
資
本
輸
出
力
を
有
し
、
英

國
は
之
に
亜
く
こ
ぜ
ε
な
る
て
.あ
ら
う
。
我
国
は
戦
争

中
大
に
資
本
を
増
加
し
た
や
う
に
見

へ
る
が
、
物
僧

の
騰

貴
を
割
引
す
れ
は
其
「増
加
は
比
較
的
に
少
な
く
、
叉
今
後
國
内

に
於
け
る
資
本

の
需
用
も
増
加
す

る
。
若
し
戦
争

中
に
勃
興
せ
し
事
業
の
重
要
部
憂
か
幸

に
し
て
今
後
順
調
に
獲
達
す
る
な
ら
は
、
我
国
は
今
後
も
外
國
に
資
本
を

固
定
的
に
投
下
す
る
の
飴
裕
は
甚

な
少
な
く
、
寧
ろ
東
洋
南
洋
方
面
に
封
ず
る
輸
出
貿
易
に
於
て
比
較
的
長
期

の

信
肝
を
興

へ
る
ε
云
ふ
流
動
的

の
掛
外
投
資
を
行
ふ
こ
ご
か

一
層
有
利
に
行
は
れ
る
で
あ
ち
う

,



品

職
前

の
佛
國
に
.於

て
は
年
々
の
国
民
貯
蓄

の
人
な
る
部
分
か
外
國
に
輸
出
せ
ら
れ
て
國
内

の
事
業
に
投
下
せ
ら
る

ふ
ご
ぜ
少
な
く
、
又
輸
出
資
本

の
主

な
る
部
分
は
自
国
の
輸
出
入
を
増
進

し
て
國
内
産
業

の
獲
達
を
助
く
る
か
如

き
外
國
事
業
に
投
下
せ
ら
れ
る
の
て
は
だ
く
、
外
國
政
府

の
公
債
に
投
下
し
て
安
全

に
利
息
を
得

る
こ
と
に
費
さ

れ
な
。
暴
れ
佛
國

の
産
業
獲
達

の
爲
め
に
甚
だ
不
利
な
る
は
勿
論
、
資
本

の
貯
蓄
か
國
内

の
事
業
を
盛
ん
な
ら
し

め
て
勢
働
を
需
用
す
る
こ
と
少
な
き
矯
め
、
勢
働
者
は
資
本
貯
蓄
の
利
益
を
受
く
る
こ
ご
か
出
来
な
が

つ
投
。
.故

に
肚
會
[政
策
上
よ
ザ
も
無
制
限
な
る
資
本
輸
出
驚
付

て
反
封
か
起
つ
セ
。
年

々
の
貯
費
資
本

の
殆
ん
ご
坐
・は
を
輸

出
す
る
英
国
に
於
て
も
亦
同
様

の
反
射
か
有
力

ご
な
り

つ
、
あ

っ
た
。
戦
後
此
等

の
國
に
於
て
は
資
本

の
供
給

の

.

不
充
分
な
る
に
劃
し
て
、
恢
復
事
業

の
薦
め
資
本

の
需
用
は
増
加
し
、
其
結
果
自
然
に
資
本

の
輸
潤
か
大
に
制
限

せ
ら
る
＼
の
み
な
ら
.す
、
砒
會
政
策
上
よ
り
乗
る
資
本
輸
出
制
限
論
は
盆
有
力

ご
な
ろ
へ
く
、
加
ふ
る
に
戦
後
ほ

富
者

に
蜀
ず
る
租
税
の
重
課
か
永
続
的
&
な
る
の
み
な
ら
す
、
砒
會
政
策
上
よ
り
來
る
資
本
家

の
負
捲
は

一
層
重

大
ξ
な
ら
ん
ε
し
つ
㌧
あ
る
か
、
資
本

の
鹸
…出
を
無
制
限
に
詐

る
す
ご
き
は
、
租
税
上
及
肚
會
政
策
上

の
負
憺
を

免

る
、
爲
め
に
資
本

の
輸
出
か
過
度
に
増
加
す
る
の
危
険
も
あ
り
、
從

っ
て
資
本
輸
.出
の
制
限
か
盆
必
要
こ
な
る

て
あ
ら
う

資
本
を
輸
出
す
る
先
進
諸
国
の
全
賠
に
通
し
て
見
れ
ば
、
其
輸
出
資
本

の
主

な
る
部
分
は
.直
接
火
は
間
接
に
後
進

.

國
及
植
艮
地

の
未
開
富
源

の
開
獲
を
助
く
る
も

の
て
あ

っ
て
、
之
か
矯
め
に
先
進
国
は
其

の
必
要
こ
す
る
食
物
原

支
那
投
資
の
國
隙
的
共
同

第
九
巻

(第
一
號

二
三
)

二
三
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支
那
投
募

国
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共
同

第

九
巻

(第

霧

.

二
四
)

二
四

料
.の
低
廉
な
る
供
給
を
受
く
る
ぜ
同
時
に
、
其
工
業
品
の
輸
出
を
盛
な
ら
し
め
る
の
て
あ
る
。
故
に
先
進
國
か
資

本
を
輸
出
す
る
.こ
と
は
其
経
済

の
嚢
蓮
を
助
け
、
叉
其
勢
働
者

の
生
活
を
向
上
せ
し
む
る
も
の
て
あ
る
。
只
た

一

の
先
進
国
よ
り
資
本
を
輸
出
す
る
革
、
之
に
出
て
生
す
る
上
述

の
利
金
は
必
し
も
其
國
の
牧
む
る
所
ご
な
ら
す
し

て
、他

の
第
三
國

の
牧
む
る
所

ε
な
る
場
合
か
起

り
易

い
。
此

の
如
き
結
果
を
生
す
る
こ
ε
を
避
け
ん
ご
す
れ
は
、

資
本
を
輸
出
す
る
地
方
や
事
業
を
撰
撰

し
、
成

る
へ
く
之
を
自
國
の
産
業

の
必
要
と
す
る
天
然
資
源

の
開
獲
に
向

は
レ
め
、
又
自
国

の
生
産
物
の
最
も
多
く
需
用
せ
ら
る
＼
地
方
に
之
を
向
は
し
め
て
輸
出
を
盛
ん
に
す
る
の
必
要

か
あ
る
,
.光
勲
よ
傷
見
れ
は
英
佛

の
如
き
は

今
後
其
輸
出
資
本
を
植
民
地
に

向
は
し
め
る
こ
ご
に

一
層
努
力
す

る
て
あ
ら
う
。

叉
米
國
は
政
治
上
よ
り
す
れ
は

南
米
及
東
洋

に
資
本
輸
出
を

増
加
せ
ん
ぜ
す
る
て
あ
3
う
か
。

併
し
欧
洲
大
陸
諸
國

の
恢
復
に
は
互
大

の
資
本
を
必
要
ご
b
、
米
国
資
本
家

の
立
場
よ
り
云

へ
は
種
々
の
危
険
を

・

胃
し
て
南
米
東
洋

に
投
資
す
る
よ
り
も
、
生
に
隊
洲

に
撤
し
て
投
資
す
る
こ
ご
を

一
層
有
利
こ
す
る
て
あ
ら
う
。

特
に
隊
洲

の
恢
復

に
謝
し
て
必
要
の
物
資
を
最
も
多
く
供
給
し
得

る
も
の
は
米
国
て
み

る
が
、
米
國
か
此
物
資
供

給
&
云

へ
る
商
業
的
利
益
を
牧
め
ん
ε
す
れ
は
、
宜
ハ代
金
を
欧
洲
に
貸
付
く
る
の
必
要
か
あ
る
。
故
に
今
後
米
国

の
劃
欧
洲
投
資
は
貿
易
ご
結
ひ
付
き
た
る
擢
資
ε
な
っ
て
特
に
有
利
ε
な
る
て
あ
ら
う
。
果
し
て
然
ら
ば
世
人

の

往
々
信
ず
る
か
如
く
今
後
米
國
の
大
資
本
か
支
那
や
西
比
和
亜
に
殺
到
し
て
有
望
の
利
権
は
盤
く
其
手
に
落

つ
へ

し
ε
云
ふ
は
、
純
麗
濟
上

の
原
因
よ
り
當
然
に
藻
想
し
得

る
事
柄
て
は
な
い
。
俗

ほ
先
進
国
か
資
本
を
外
國
に
投

邑



下
す
れ
は
其
元
利
受
取
り

の
継
続
的
債
灌
を
生
す
る
こ
ご
㌧
な
る
が
、

一
国
か
年
々
織
綾
的

の
債
権
を
有
す
る
ε

き
は
、
規
則
正
し
く
外
國
よ
り
必
要
の
物
資
を
輸
入
す
る
上
に
人
な
る
利
益
を
生
す
る
ρ
先
進

諸
国
民
か
其
生
産

及
生
活
に
必
要
ε
す
る
所

の
食
物
原
料
を
低
廉
に
外
囲
よ
b
輸
入
す
る

一
原
因
は
此

の
如
き
謝
外
債
権
を
有
す
る

爲
め
て
あ
る
。
比
熱
よ
り
見
る
も
資
本
輸
出
は
軍
に
資
本
家
を
し
て
高
き
利
息
を
得
せ
し
む
る
に
止
ら
ず
、
其
程

度
ご
方
法
ε
か
適
當
て
あ
れ
は
、

}
般

の
國
内
産
業
及
國
民
生
活
に
樹
心
て
も
有
利
の
結
果
を
生
ず
る
の
て
あ
る

従
来
先
進
国
か
後
進
國

の
政
府
に
資
本
を
貸
付
け
叉
は
其
産
業

に
投
資
す
る
こ
ε
に
由
り
、
後
進
國
に
謝
し
て
敬

治
止
め
勢
力
を
扶
植
せ
ん

ご
し
、
特
に
投
資

に
由
て
勢
力
範
園
を
作
り
、
恰
も
領
土
分
割
ご
同
様

の
結
果
を
得

る

こ
ε
に
熱
中
し
、
此
目
的

の
矯
め
に
先
進
国

の
政
府
は
外
に
饗

し
て
有
ゆ
る
外
交
手
段
を
講
し
、
同
時
に
國
内
資

本
家
に
謝
し
て
は
外
囲
投
資
を
奨
倒
し
、
特
に
其
封
外
債
擢
か
不
安
に
陥
る
ε
き
は
國
力
を
以
て
之

を
保
護
す
る

こ
ε
を
聲
盲
レ
て
投
資
を
奨
顕
し
た
、
我
國
に
於
て
も
前
内
閣
時
代
に
は
蜀
外
投
資
、
實
は
支
那
投
資

の
爲
め
に

腰
行
ず
る
日
本
興
業
銀
行

の
債
券

一
億
萬
圓
に
劃
し
て
政
府
自
か
ら
元
利
支
彿

の
保
護
に
立

つ
か
如
き
奨
膓
方
法

さ

へ
も
行

ひ
、
以

て
封
外
役
資
力

の
乏
し
き
我
金
融
界
を
し
て
張
.て
封
外
投
資
を
爲
さ
し
め
ん

乙
し
授
。
是
れ
恰

も
輸
出
奨
価
金
制
度
を
設
け
て
商
品

の
ポ
ン
ピ
ン
グ
を
行
は
し
む
る
ε
同
様
て
あ

る
。
此

の
如

く
從
來
は
國
力
弱

く
し
て
而
も
富
源

の
人
な
る
後
進
国
に
鍬
す
る
投
資
は
経
済
的
帝
国
士
山義

の
手
〃段
こ
し
て
重
要
税
せ
ら
れ
だ
が
、

其

の
非
な
る
こ
と
は
敢
て
武
力
的
帝
国
主
義

の
非
な
る
ε
異
ら
ぬ
。
更
に
之
を
投
資
國

の
経
済
上
の
影
響
に
付
て

支
那
投
資
の
国
際
的
共
同

、

第
九
巻

(第
「
號

二
五
)

二
五



支
那
投
資
の
国
際
的
共
同

第
九
巻

(第
]
號
,酬
二
六
}

二
六

見
る
に
、
本
来
北
極

の
投
資
は
必
ず
し
も
経
済
的
打
算
に
基
か
す
、
寧

ろ
政
治
的
野
心
に
左
右
せ
ら
る
」
こ
ご
大

な
る
か
爲
め
、
投
資
國
に
勤
し
て
直
接
に
原
料
供
給
上
天
は
生
産
物
輸
出
上

の
利
益
を
與

へ
さ
る
場
合
か
多
く
、

叉
幾

分
か
此
等
の
利
金
を
生
す
る
乙
ご
あ
る
も
、

}
方
に
於
て
不
自
然
に
過
多
、の
資
本
を
園
内
金
融
市
場
よ
り
奪

ひ
去
る
の
不
利
8
相
殺
す
る
ご
き
は
別
段

の
利
益

ε
な
ら
さ
る
場
合
か
少
な
く
な
い
。
近
来
我
国
に
於

て
も
勤
外

投
資
就
中
東
洋
醇
洋
方
面
に
封
ず
.る
投
資
か
非
常
に
重
要
視
せ
ら
る
㌧
に
至
っ
た
が
、
純
然
だ
る
國
民
経
済
上
の

打
算
よ
り
も
寧
ろ
経
済
的
帝
国
主
義
に
基

づ
く
も
の
て
あ

る
。
是
れ
恰
も
從
.來
我
国
に
於
て
海
外
移
民

か
國
勢
獲

展

の
有
力
な
る
手
段

ご
し
て
重
要
税
せ
ら
れ
た
る
ε
異
ら
ぬ
。
生
産
年
齢
に
達
す
る
ま
て
人
間
を
養
育
す
る
に
は

公
私
多
大
の
費
用
を
必
要

&
す

る
が
、
此

の
如
く
養
育
せ
ら
れ
た
者

か
自
國

の
生
産

に
役
立

つ
に
及
ん
で
突
然
外

國
に
去
る
こ
ε
は
、
経
済
上
よ
b
見
れ
ば
通
.例
人
な
る
損
失
て
あ
る
。
假
令

へ
其
移
民
か
多
少

の
送
金
を
爲
す
も

到
底

一
國
の
生
産
上
の
損
失
を
償
ふ
に
足
ら
な
い
。
而
も
街
ほ
国
民
か
移
住
堤
脚

の
態
度
を
探

る
所
以
は
圭

ε
し
.

て
移
住
地
に
謝
し
て
自
國

の
勢
力
を
扶
植
せ
ん
ご
す
る
か
爲
め
て
あ

っ
て
、
,脛
濟
上

の
損
失
よ
げ
も
移
住
者
個
人

の
幸
幅
を
希
ふ
か
爲
め
て
は
な
い
。
今
後
は
何
れ

の
國
も
又
如
何
な
る
方
面

に
於
て
も
、
特
に
我
国
に
直
接
關
係

あ
る
東
洋
方
面
に
於
て
経
済
的
帝
國
主
義

の
手
段
な
る
投
資

の
跋
扈
を
制
す
る
こ
と
を
必
要
准
ず

る
。
只
π
之
ご

同
時
に
豊
富

な
る
天
然

の
資
源
を
領
有
す
る
國
は
汎
く
之
を
外
囲
に
劃
し
て
開
放
す
る
こ
ε
を
必
要

と
す
る
。
然

5
さ
れ
は
自
国

の
存
立

に
必
要

な
る
天
然
資
源
を
有
せ
さ
る
國

か
手
段
を
撰
ま
す
し
て
之
を
獲
得
せ
ん

ε
す
る
に

直



・

至
る
は
已
む
を
得
な
い
。
各
国
雫
等
の
生
存
権
を
認
め
て
互
に
之
を
愈
重
す
る
こ
♂
を
国
際
共
同
生
活

の
原
則
`

り

す

る
以
上
は
、
天
然
資

源

の
過
剰

あ

る
國

か
之

を
閉

鎖
濁
出

す
る
権
利

の
認

む

へ
か
ら

さ
る
こ
ε
は
、
街

ほ
自
国

.

の
生
存

に
必
要

の
天
然

資
源

を
宿

せ
さ
る
國
か
暴
力

に
訴

へ
て
之
を
他

国

よ
り
奪
取

す

る
羅
利

の
認
む

へ
か
ら

さ

る

ご
同
様

て
あ

る

、
.

、

噛

支
那
か
門
戸
開
放
を
行
ふ
て
外
資

に
射
り
其
富
源
を
開
獲

す
る
窪

か
支
那
の
孕
和
ε
繁
榮

の
爲
め
に
必
要
な
る

こ
ご
は
別
に
之
を
論
ず
る
こ
ε
＼
レ
、
藪
に
は
諸
外
國

の
支
那
投
資

か
我
国

の
脛
濟
に
及
ぼ
す
影
響
に
付
て
見

る

に
、
従
来
支
那

に
相
當
の
外
資
か
入
り
来
れ
は
、
假
令

へ
多
少
の
内
齪
か
あ

っ
て
も
、
街

ほ
支
那
の
外
囲
品
購
買

力

か
強
ま

っ
て
、
我
国

の
封
支
輸
出
か
盛
況
を
呈
す
る
に
反

し
、
.外
資
輸
入
か
行
は
れ
さ
る
ご
き
は
假
令

へ
支
那

肚
曾
か
李
穏
無
事
て
あ
っ
て
も
我
国
の
輸
出
鳳
不
振
に
陥

る
を
常

ご
し
托
。
從
來
の
外
資
輸
入
の
重

な
る
部
分
は

政
治
上
の
用
途

に
充
て
ら
れ
な
の
て
あ
る
が
、
而
も
侮
ほ
我
貿
易
に
有
利
の
影
響
を
及

ほ
ず

こ
ε
は
上
述

の
如
く
、、

骨

て
あ

る
・
整

若
し
今
後
の
外
資
輸
入
を
書

し
て
轟

開
獲

の
脛
濟
的
用
窪

向
は
し
莞

な
ら
は
、
其
投
資

に
出
て
生
産
せ
.ら
れ
な
る
原
始
生
産
物
か
輸
出
せ
.ら
れ
て
、

吏
に
大
に
支
那
の
購
買
力
を

増
加
す
る
こ
ご
か

明

白
て
あ
る
。
支
那
の
購
買
力
が
増
加
す
れ
は
其
増
加
原
因
の
何
π
る
問
は
す
、
莫
大
な
る
部
分
は
日
本
品

の
購
買

に
向
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
我
国
に
綿
糸
紡
織
業

か
基
本
工
業

ご
し
て
大
に
腰
達
す
る
に
至

つ
責
の
は
、
固
よ
り

・
我
国
の
経
済
事
情
に
適
す
る
か
ら
て
も
あ

る
か
、

一
越
隣
邦
支
那
か
綿
製
品

の
大
消
費
誉

し
て
我
製
.
肥

有
利

支
那
投
資
の
国
際
的
共
同

-

笛
叩九
巻

(㎝昂

[
號

二
七
)

二
七

』

鴇
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二
八

ほ

の
販
路
を
與

へ
る
短
め
て
あ
る
。
更
に
支
那
の
富
源
開
獲
に
由
て
豊
富
低
廉

の
原
始
生
産
物
か
盛
ん
に
輸
出
せ
ら

る
》
ζ
ご
》
な
れ
倣
、
之
に
由
て
最
も
多
く
需
用
を
充
π
し
得
る
國
も
亦
我
国
て
あ
る
。
濃
縮
低
廉
な
る
割
合
に

運
賃
を
要
す
る
こ
ご
大
な
る
原
始
生
産
物
を
遠
く
欧
米
に
蓮

ふ
こ
と
は
特
別
の
場
合
を
除
て
ば
不
利
益
て
あ
る
。

特
に
欧
米
先
進
國
ば
自
国
叉
は
其

の
廣
人
な
る
囑
領
内

に
豊
富
な
る
原
始
生
産
物
を
有
す
る
故
・
支
那
に
依
頼

す

一
る
の
程
度
は
割
合
に
少
な
い

左
れ
は
支
那

の
富
源
開
獲
か
自
國
人
の
力
.に
由

る
ε
外
人

の
投
資

に
由
る
と
を
問
は
す
、
其

の
主
拠
る
販
路
は
之

を
我
国
に
求
む
る
て

幕

必
饗

す
る
。
又
我
国
は
工
業
國

ご
し
て
大
に
獲
達
す
る
に
あ
ら
さ
れ
は
到
底
国
民
生

活

の
向
上
を
望

む
を
得
な
い
の
て
あ
る
が
、
我
工
業
の
爲
め
.に
必
要
な
る
石
炭
、
鐵
、
石
油
、
綿
花
、
羊
毛
、
擁

の
如
き
重
要
原
料
は

一
葦
帯
水

の
支
那
よ
の
低
廉
且
つ
安
全
に
輸
入
す
る
を
利
益
と
す
る
。
支
那

の
蚕
通
機
關
か

獲
達
し
て
真
贋
大
な
る
土
地

か
合
理
的

に
利
用
せ
ら
乃

≧

・ξ
・
な
れ
は
、
我
国
の
最
難
問
題
た
る
食
物
問
題

の

解
決
の
如
き
も
容
易

て
あ
る
。
而
し
て
我
國
は
支
那
の
富
源
開
獲

の
爲
め
之
に
射
し
て
規
則
正
し
く
多
大

の
投
資

を
爲
す
の
飴
裕
を
有
な
ぬ
が

、
併
し
我
國
の
此
般
・資
は
直
接

に
我
輸
出
を
盛
ん
に
し
且
つ
原
料
輸
入
を
利
す
る
も

の
て
あ
る
か
ら
、
他

の
方
面

に
封
ず
る
投
資
よ
り
も

一
層
有
利

の
も
の
て
あ
る
。
.只
九
我
國
に
此
投
資

の
餓
裕
少

な
き
以
上
は
、
曾
て
試
み
ら
れ
し
如
く
政
府

の
保
調
に
由
り
強
て
資
本
を
國
内
市
場
よ
り
流
出
せ
し
む
る
ζ
と
は

一
般
に
不
利

て
あ
る
か
ら
、
成
る

へ
く
汎
く
世
界
語
國
よ
り
支
那
に
資
本

の
流
入
す
る
こ
ε
を
動
く
る
を
利
.盆

ご



す
る
。
戦
後
各
國
は
關
税
を
高
く
し
て
輸
入
を
排
斥
す
る
の
み
な
ら
す
、
其
植
民
地
市
場
を
自
國
に
濁
出

せ
ん
と

す
る
の
形
勢
か
あ
る
か
ら
、
我

国
の
工
業
に
取

っ
て
支
那
市
場
は

一
層
重
要

の
意
義
を
有
す
る
こ
ご
㌧
な
る
て
あ

ら
う
か
、
戦
争
に
出

て
世
界
的
に
資
本

の
不
足
せ
る
今
後

に
在
て
、
諸
艸
國
の
支
那
投
資
は
以
前

の
如
一
盛
ん
に

行
は
れ
難

い
、
從

っ
て
我
工
業
品
に
識
す
る
支
那
の
購
買
力
も
甚
六
不
充
分

ご
な
る
こ
ε
を
恐
れ
さ
る
を
得
な
い
。

然

る
に
今
日
は
幸
に
爾
ぼ
銀
相
場

の
高
き
爲
め
に
支
那
の
購
買
力
は
相
當
に
大
て
あ

る
か
、
今
後
銀
相
場

か
下
落

す
る
に
至
れ
ば
我
国

の
工
業
は
非
常

の
困
難
に
略
る
の
危
険
か
あ
る
。
暴
れ
諸
外
囲
を
し
て
支
那
に
投
資
せ
し
む

る
こ
と
を
以
て
支
那
及
我
国
の
利
益
と
す
る
所
以
て
あ
る
か
、
併
し
其
投
資
か
以
前

の
如
く
帝
國
主
義
實
行
の
手

段
蓬
な
る
か
如
き
擬
態
を
呈
す
る
こ
ご
は
、
.今
後
厳
重
に
之
を
禁
止
せ
ね
は
な
ら
ぬ
。
足
れ
我
國
か
諸
外
國
の
支

那
投
資
を
奨
顕
し
而
も
其
濫
用
を
防
止
す
る
所

の
國
際
的
原
則
を
立
て

、
各
國
を
誘
導
す
る
の
必
要
あ
る
所
以
て

あ

る
.

二

倍
欺
共
同
制
度

支
那
投
資
に
閲

し
て
此
際
是
非
こ
も
決
定
す

へ
き
支
那
保
全
の
國
際
的
原
則
城
、
支

那
か
其
天
然
資
源
を
汎
一
跡

國
に
謝
し
て
開
放
す

る
こ
ε
に
謝
し
て
、
諸
外
國
は
第

一
支
那
に
於
け
る
私

の
投
資
起
業
は
之
を
自
由
8
す
る
も
、

支
那
政
府
を
相
手
ご
す
る
扱
け
の
投
資
に
付

て
は
互
に
軍
凋
行
動
を
探

っ
て
競
争
す
る
こ
ε
を
詐

る
さ
す
、

一
の

支
那
投
資
の
國
際
的
共
同

第
九
巻

(第
一
號

二
九
V
.

二
九

'
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支
那
投
資
の
国
際
的
共
同

第
九
巻

〔第
一
號

三
〇
)

三
〇

投
資
團
膿
を
組
織
し
て
其
の
正
當
必
要
&
認
め
な
る
借
歎

の
み
を
成
立
せ
し
め
、
此
團
膿
は
投
下
資
本
.の
用
途

に

付
て
は
共
同

の
監
督
を
行
ふ
こ
と
て
あ
り
、
第
二
は
投
資

に
由

り

一
般
交
明
國

の
認
め
さ
る
か
如
き
重
大

の
濁
占

椹
又
は
優
先
椹

を
獲
得
し
て
他

の
競
争
を
排
斥
す
る
を
禁
ず
る
こ
ご
て
あ
る
。
先

つ
第

一
の
支
那
政
府
に
劃
す
る

借
款
共
同
の
原
則
に
付
て
見

る
に
、
支

那
の
政
界
の
腐
敗
せ
る
か
爲
め
從
來

の
借
款
.の
多
く
は
政
客

の
私
腹
を
肥

や
し
、
又
は
政
争

の
資
に
濫
用
せ
ら
れ
で
眞

に
支
那
国
民

の
利
益

の
爲
め
に
費
さ
る
≧

ε
は
甚
挺
少

な
い
。
併
し

支
那

の
財
政
.は
極
度
に
窮
乏
し
て
居
.る
か
ら
、
外
國
か
或
程
度
ま
て
之
を
援
助
せ
さ
れ
は
政
府
を
維
持
し
て
支
那

の
秩
序
を
保

つ
こ
ε
か
出
来
な
い
。
万
く
支
那
.の
富
一原
開
獲
は
成

鳥
へ
く
晴嵐
接
に
民
間
　の
投
{買
記
Ψ
栗
に
由
る
を
得
策

こ
す
る
が
、
併

し
支
那
政
府
を
し
て
其
局

に
當

ら
し
む
る
こ
ご
を
要
す
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。
故
に
A
「
後
支
那

政
府

に
謝
し
て

一
切
資
本
を
貸
與
.へ
す
ご
す
る
ご
蓬
は
出
水
な
い
。
然
る
に
之
を
賞
典

へ
る
に
方

っ
て
從
來

の
如

く
各
国
か
軍
濁
行
動
を
探

っ
て
競
争
す
る
ε
き
は
、借
款

分
弊
を
盆
甚

し
か
ら
し
む
る
「の
が
て
あ
る
。
即
ち
條
件
さ

へ
有
利
て
あ
れ
は
、
假
命

へ
其
借
款
か
亡
国
的

の
も

の
て
あ
っ
て
も
外
國
資
本
家
は
更
に
頓
着
せ
す
、
政
界

の
有
力

者
を
誘
ふ
て
多
々
盆
立
國
的
倍
数
を
起
さ
し
め
、
以
て
支
那

の
保
全
を
傷
く

る
か
如
き
利
権
の
獲
得
に
努
力
す
る
。

各
国
民
か
此

の
如
き
借
款
に
付
て
競
争
す
る
こ
ε
か
支
那
の
政
争
を
盆
甚
し
か
ら
し
む
る
は
勿
論
、
諸
外
國
相
互

の
間
に
甚
し
き
感
情

の
衝
突

を
生
し
て
常

に
東
洋

の
雫
和
の
上
に
不
利
を
來
な
さ

＼
る
を
得
な
い
。
同
様
の
例
は

從
來
羅

制
亜
米
利
加
に
於
て
も
屡
見

る
所
で
あ

っ
て
、
例

へ
は
域
外
國
資
本
家
か
重
大

の
利
纏
を
獲
得
せ
ん
ご
す



る
に
方
り
、
時
の
政
府
か
之
に
反
劃
す
る
ε
き
は
、
外
國
資
本
家
は
直
ち
に
反
封

の
在
野
蕪
ご
結
托
し
、
之
に
資

金

ε
兵
器

`
を
供
給
し
て
革
命
を
起
毒
し
め
、
以
て
利
権
獲
得

の
目
的
を
達
せ
ん

ご
し
な
。
無
論
各
国
か
借
款
競
争

を
寫
す
ご
き
は
到
底
其
用
途
を
監
督

し
て
當
局
の
腐
敗
を
防
く
こ
ε
を
得
な
い
。
既
に
述

へ
し
如
く
今
後
は
資
本

の
豊
富
な
る
先
進
國
に
於
て
も
其
産
業
政
策
及
肚
會
政
策
上

の
理
由
よ
り
、
資
本
家

一
個

の
利
益
の
爲
め
其
國
の

資
本
を
濫
用
す
る
こ
ε
を
詐

る
さ
な
い
。
一然
る
に
支
那
政
府
の
借
款
か
支
冊那
の
爲
め
且

つ
世
界
企
膳
隅の
薦
め
有
償

に
利
用
せ
ら
る
＼
こ
ε
を
保
障
す
る
爲
め
に
は
、
凝

り
資
本
貸
渡
前
に
其
用
途

の
當
否
を
各
国
共
同
b
て
公
子
に

割
断
ず
る
こ
と
を
必
要
ε
す
る
の
み
な
ら
す
。
資
本
交
付
後
の
.實
際
の
使
用
に
付

て
も
或
程
度
ま
て
監
督

せ
さ
る

を
得
な
い
か
、
此
監
督
も
各
國
共
同
に
由
ら
さ
れ
は
實
行
ず
る
を
得
な
い

借
歎
共
同

の
原
則
を
立
て
る
に
付
て
は
其
共
同

の
範
圃
を
定
め
れ
ば
な
ら
識
。
第

「
に
此
共
同
は
.支
那
政
府
を
相

手
ご
す
る
借
款
に
關
す
る
.も

の
て
あ
っ
て
、
民
間
事
業

に
封
ず

る
投
資
は
各
國
晟

の
自
由
ε
せ
ね
は
な
ら
ぬ
。
只

な
支
那
政
府

の
保
讃
す
る
民
間

の
借
歎
は
政
府
借
款
ご
同

一
忙
取
扱
ふ
こ
ご
を
適
當

ε
す
る
。
第
二
に
共
同

の
範

園
に
付

て
は
理
論
上
荷
く
も
支
那
政
府

の
借
款

に
慮
せ
ん
ε
す
.る
外
國
睦
総
て
借
歎
團
に
加
入
す
る
の
権
利
を
認

め
ね
は
な
ら
ぬ
が
、
事
實
上
合
後
支
那
に
多
額

の
投
資
を
篤
し
得

る
國
は
米
菓
佛
ε
我
國
ε
て
あ
る
か
ら
、
協
議

の
進
行
を
容
易
な
ら
し
む
る
薦
め

一
先

つ
此
・四
國
の
共
同
組
織
を
決
皐
し
、
後
日
之
に
参
加
せ
ん
ε
す

る
國
を
生
.

し
た
場
合
に
は
直
接

に
其
参
加
を
認
む
る
か
、
叉
は
四
個
國

の
中
の
何
れ
か
の

一
ε
更
に
共
同

し
て
其
代
.表
に
依

支
那
投
資
の
国
際
的
共
同
.

第
九
巻

(第
一
號

三
ご

三
】
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三
二

頼
せ
し
む
る
こ
ご
》
す
る
か
は
、
其
時
に
至

っ
て
決
定
す
る
を
便
宜
こ
す
る
。
第
三
に
…從
來
の
借
歎
團
は
濁
り
政

治
借
歎
に
限

り
。
脛
濟
借
欺
は
各
國
の
自
由
競
争
に
委
す
る
の
方
針
を
探
つ
食
が
、
此
匪
別
を
立

つ
る
ご

と
は
實

駿

の
結
果
失
敗
に
締
し
、
特
に
其
失
敗

の
経
験
は
我
国
自
身

の
行
動
に
出
て
起

つ
た
。
即
ち
我
国
は
前
内
閣
時
代

に
名
を
脛
濟
借
欺
に
籍
り

て
實
際
に
は
種
々
の
政
治
借
款

に
慮
し
、
之
か
矯
め
に
支
那
の
政
事
を
甚
し
か
ら
し
め

淀
。
今
日
支

那
の
排
日
思
想
か
甚
な
深
刻
芯
な
ヴ
、
叉
欧
米
分
反
威

の
甚
し
く
激
つ
だ
の
も
之
に
原
因
す
る
所
か

少
な
く
な
い
。
故
に
予
輩
も
最
初
は
共
同
制
度
を
政
治
借
款

に
限

る
の
方
針
を
是
認
し
た
が
、
我
國
自
身

の
行
動

に
出
て
此
匠
別
の
當
を
得
さ
る
こ
と
を
畳
る
に
至
つ
π
。
第
四
に
支
那
の
中
央
政
府
な
る
ご
地
方
政
府
拠
る
巳
を

問
は
す
,
其
政
府
倍
数
は
総
て
共
同
の
範
囲
ご
せ
ね
は
な
ら
ぬ
。地
方
借
款

に
付

て
は
各
国
の
自
由
行
動
を
詐

る
す

へ
し
ご
云
ふ
議
論
も
あ
る
が
、
併
し
支
那
の
如
く
不
統

一
の
甚
レ
き
國

に
於
て
、
地
方
政
府
に
謝
し
各
国
か
自
由
.

に
資
金
を
供
給
し
得

る
こ
と
＼
す
れ
は
、
借
款
共
同
制
度

は
忽
ち
破
壊
せ
ら
れ
る
り
特
に
各
国
か
中
央
借
款

に
付

て
自
由
行
動
を
禁
止
せ
ら
る
玉
ε
き
は
、
更

に
其
競
争

の
鋒
先
き
を
地
方
借
款

に
轄
し
、
各
自
に
有
力
な
る
地
方

ε
結
托
し
て
利
椹
を
獲
得

す
る
ε
同
時
に
其
地
方
を
し
て
中
央

の
政
令

に
反
抗
せ
し
む
る
か
如
き
危
険
を
生
せ
さ

る
を
得
な
い
。
第
五
に
借
款
は
其
金
額

の
大
小

に
係
は
ら
す
之
を
共
同
制
度

に
由
て
盧
理
す
る
こ
と
を
要
す
る
。

反
封
論
者
は
百
萬
圓
以
内

ε
云
ふ
か
如
き
小
借
款
ま
て
も

一
々
借
欺
團
.の
協
議
に
.て
決
定
す
る
こ
ご
な
れ
は
双
方

其
手
敷

の
煩

に
堪

へ
な
い
。
又
支
那
政
府

の
財
政
は
之
か
爲
め
細
微
の
黙
ま
て
外
人
監
督

の
下
に
立
つ
こ
&
＼
な



弔

っ
て
濁
立
國
の
實
を
失
ふ
に
至
る
ε
云
ふ
て
あ
ら
う
。
併
し
支
那

の
財
政
は
從
來
紊
乱

の
極
に
達
し
日
常

の
牧
支

に
も
不
足
を
生
し
て
借
金
に
由
り
其
日
其
日
を
切
り
援
け
ん
こ
す

る
の
風
か
あ

る
。
故
に
小
僧
欺
を
各
国
の
自
由

こ
す
れ
は
財
政
の
不
秩
序

と
當
局
.㊨
腐
敗

ご
秘
軽
視

に
.利
権
を
切
り
賣
り
す
る
の
弊

巳
は
容
易
に
矯
正
せ
ら
れ

な

い
・
元
来
外
囲
か
支
那

の
財
政
維
持
ε
云
ふ
不
生
産
的
事
藩

資
本
を
貸
渡
す
ご
ε
は
甚
な
好
ま
し
か
ら
さ
る
こ

ざ
て
あ
る
が
、
政
府
維
持

の
爲
め
已
む
を
得
す
之
を
貸
渡
す
に
方

っ
て
は
、
必
ら
す
財
政
の
秩
序
を
恢
復
す
る
に

足

ろ
確
實
の
計
盛
を
立
で

・
貸
渡
し
、
文
具
借
款
に
謝
し
て
確
實
な
る
推
保
を
立
て
し
む
る
こ
ご
も

必

要

て

あ

る
。
此

の
如
き
方
針
を
探

っ
て
貸
渡
す
以
上
は
其
金
額
は
無
論
豆
類

の
も
の
ご
奉
る
か
ら
共
同
制
度

に
由
ら
ね
は

な
ら
ね
。
支
那
に
し
て
筍
く
も
國
家
の
濁
立
を
維
持
せ
ん
と
す
れ
は
、
大
に
財
政
を
刷
新
緊
縮
し
て
日
常
小
額

の

経
費
ま
て
も
外
債
に
依
ら
ん
ε
す
る
か
如
き
掛
外
依
照
応
を
撚
…ち
、
自
主
自
立

の
計
を
爲
さ
ね
は
な
ら
陵
。
我
国
.

に
於
て
も
日
露
戦
争
後
は
外
債
濫
興

の
弊

に
隔
り
、
国
民
自
か
ら
奮

っ
て
此
弊
よ
り
脱
出
す
る
こ
ご
か
出
来
す
、

遂
に
兌
換
制
度

の
危
機
に
瀕
す
る
に
至

つ
π
。
其
結
果
我
國
.の
財
政
か
全
く
世
界
金
融
市
場
に
信
用
を
失
ふ
て
外

債
政
策
か
殆
ん
ざ
不
能
叉
は
極
度

の
不
利
こ
な

つ
π
爲
め
、
漸
く
戦
前
に
至
っ
て
初

め
て
國
民
も
已
む
を
.得
す
緊

縮
方
針
を
決
意
す
る
こ
ε
、
な
つ
な
纒
験
を
有
し
て
居
る
。
支
那
を
し
て
財
政
刷
新
を
行
は
し
め
ん
ご
す
れ
は
濫

ウ
に
外
債
を
起
す
こ
ご
を
得
さ
ら
し
む
る
に
如
く
は
な
い
。
叉
小
借
欺
を
各
国
の
自
由
、ε
す
る
と
き
は

一
の
互
大
.

な
る
借
歎
を
名
義
上
敷
多
に
分
割
す
る
か
如
き
術
策
を
弄
し
て
共
同
制
度
を
破
壊
す
る
の
危
険
も
あ
る
。
只
琵
支

曳
那
投
資
の
国
際
的
共
同
.

第
九
巻

(篁

號

三
三
)

三
三



●

支
那
投
資

の
国
際
的
共
同
.

・
.

第

九
巻

(第

一
號

三
四
)

三
四

那
政
府

の
小
借
歎
に
し
て
眞

に
有
望
な
る
輕
濟
事
業
に
向
け
ら
る
.、
場
合
も
な
い
て
は
な
い
が
、
腐
敗
せ
る
支
那

政

府
を
し
て
自
か
ら
種
々
の
経
済
的
事
業
に
手
を
下
さ
し
む
る
こ
ご
は
甚
だ
不
利
て
あ
っ
て
、
此

の
如
き
も

の
は

直
接
に
民
間
事
業

ε
し
て
外
資
を
利
用
す
る
こ
ε
を
要
す
る

借
歎
共
同
制
度
に
黝
し
て
は
種

々
の
方
面
に
反
封
か
あ
る
が
、
此
制
度
に
出

て
眞
に
最
も
多
く
利
益
す

る
所

の
支

那
及
我
國
に
於

て
最
も
有
力

の
反
野
か
あ
る
。
先

つ
支
那
に
於
げ

る
反
封

の
理
由
は
此
制
度
か
狽
立
国
の
臆
面
を

傷
く
る
の
み
居
ら
す
、
之
に
出
て
外
囲
投
資
者
間

の
競
争

か
止

む
ご
き
は
、
倍
数
團
か
濁
占
的
暴
横
を
逞
ふ
す
る

の
危
険
か
あ

る
ご
云
ふ
の
て
あ

る
。
此
制
度
に
由
て
支
那
の
自
由
か
制
限
せ
ち
る
》
こ
ε
は
、
.無
論
濁
立
国

ご
し

て
悲
b
む

へ
き
こ
ビ
て
あ

る
が
、
併
し
從
來
借
款

の
自
由
競
争

か
存
在
し
淀
爲
め
に
支
那

は
今
日
の
如
く
諸
強
國

の
資
本
的
帝
国
主
義

の
活
躍
す
る
舞
毫

と
な
り
、
叉
支
那
の
宿
弊
れ
る
政
争

か
盆
激
烈
ご
な
り
、
遂
に
近
来
は
断

へ
す
内
鼠
状
態
を
演
出
す
る
に
至
つ
な
の
て
あ
る
。
此
状
態
か
永
く
総
績
す
る
ご
き
は
更
に
渦
激
主
義

の
宣
傳

の

舞
毫

ご
な
っ
て
支
那
は
全
く
絶
望
的

の
混
齪
に
階
り
以
て
急
速
に
亡
國

の
運
命
に
沈
む
の
危
険
か
な
い
ご
云
は
れ

な
い
。
元
来
支
那
の
傳
統
的
外
交
策
は
以
夷
制
夷
て
あ

っ
て
、

一
見
す
れ
は
弱
國
ご
し
て
探

る
へ
き
巧
妙

の
政
策
.

の
や
う
て
あ
る
が
、
其
實
之
に
由
で
惹
起
さ
れ
な
る
列
国
競
争

の
終
局

の
計
算
を
負
推
す
る
者

は
外
國
て
は
な
べ

て
常
に
支
那
自
身
て
あ
る
。
此
危
険
な
る
政
策

の
根
底
に
は
支
那
人

の
勤
外
依
頼
心
か
横

っ
て
居

る
の
て
あ

る
が
、

此
対
外
依
頼
心
は
之
を
極
言
す
れ
は
喪
國
的
で
あ
る
。
支
那
人
に
此
有
害
な
る
依
頼

一5
か
存
す
る
爲
め
國
内

の
政



孚

に
付
て
も
常

に
外
力
援
用
か
行
は
れ
、
諸
外
國
よ
り
多
数

の
政
治
的
絶
濟
的
胃
瞼
者

か
入
り
込
ん
で
支
那
の
混

齪
を
盆
甚
し
か
ら
し
め
つ
、
あ
る
。
五
口
人
は
敢

て
支
那

に
所
謂
親
日
振
の
存
在
す
る
を
希
は

苦
る
芭
同
時
に
親
米

振
親
英
佛
涙
の
存
在
す
る
こ
ど
に
も
反
射
す
る
。
絡
て
の
支
那
人
は
支
那
人
涙
て
な
く
て
は
な
ら
陰
.
併
し
今
口

の
如
き
支
那
政
界

の
腐
敗
ご
借
款
自
由
競
争
制
度
こ
か
存
在
し
て
居

る
間
は
此
事
は
到
底
聖
夜
れ
な
い
。
借
歎
共

同
制
度
を
設
く
る
ε
き
は
、
列
国

か
互
に
相
牽
制
す
る
か
矯

め
、
不
用
不
急

の
借
款
特
に
使
途

の
曖
昧
な
る
借
歎

を
起
す

の
蝕
地
は
殆
ん
ε
消
滅
す
る
。
故
に
官
出
惜
歎
に
由
り
私
を
轡
ま
ん
と
す
る
腐
敗
し
授
政
・客
や
政
憲
か
共

同
制
度
に
強
く
反
封
ず
る
は
怪
む
を
要
し
な
い

次
に
我
国
に
於

て
共
同
制
度
に
付
き
反
封

の
強
き
所
以
は
、
我
国
か
廣
人
な
る
支
那

の
富
源
開
獲

に
要
す
る
互
大
.

の
資
本
を
濁
り
自
か
ら
供
給
し
、
叉
は
少
く
ε
も
賦
米
語
大
國
以
上
に
我
国
か
支
那
投
資
力
を
有
す
ご
誤
解
し
、
從

っ
て
自
由
競
争
を
詐
る
せ
は
我
國
か
最
大

の
利
益
を
占

め
得

へ
し
ご
信
ず
る
か
爲
め
て
は
な
.い
。
現
に
我
国
て
は

投
資
力

の
大
な
る
欧
米
か
支
那
や
西
北
利
亜
に
投
資
し
て
互
大

の
利
権
を
獲
得
す
る
こ
ご
に
不
安
を
懐
き
、
如
何

に
せ
は
之
を
防
止
し
得

へ
き
や
に
付

て
常
に
頭
を
悩
ま
し
て
居

る
。
特
に
列
国
に
先
ん
し
て
金
の
輸
出
禁
止
を
解

除
し
、
.以
て
国
際
金
融
の
圭
糎
者
た
ら
ん
ε
し
つ
、
あ
る
米
國
の
活
動
に
劃
し
て
は
最
も
大
な
る
不
安
を
懐

い
て
'

居

る
の
て
あ
る
。最
も
戦
争

の
初
期
よ
り
予
輩
か
借
欺
共
同
の
原
則
.を
主
張
し
だ
る
に
射
し
、
世
人
は
概
ね
之
を
自

縄
自
縛
の
愚
論
と
し
、
戦
争

の
矯
め
に
欧
米
か
他
を
顧
る

の
逡
な
き
に
乗
し
、
我
国
か
大
に
自
由
手
腕
を
振

っ
て

支
那
投
資
の
国
際
的
共
同

第
九
巻

(第
「號

三
五
V

三
五

「
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三
六

利
権
を
獲
得
せ
ね
は
な
ら
ぬ
と
論
ず
る
者
か
多
く
、
時

の
政
府
も
此
方
針
を
探

っ
て
大
に
運
動
し
た
が
、
本
家
勤

外
役
資
力

の
乏
し
き
我
國
は
未
曾
有
め
資
金
豊
富
を
告
げ
た

る
戦
時

に
於
て
す
ら
見

る
へ
き
の
投
資
を
爲
し
得
す
、

却

っ
て
性
質
不
明
な
る
少
許

の
投
資
を
爲
し
授
矯
め
に
合
日
の
如
く
支
那
人
の
排
日
思
想
を
強
め
、
叉
欧
米
を
し

て
非
常

の
悪
感
と
警
戒
ご
を
強
め
し
め
授
に
.過
さ
な

い
。
隊
米
か
資
本

の
力
に
出
て
東
洋
方
面
に
帝
國
主
義
を
實

行
ず
る
こ
ε
を
制
す
る
.か
薦
め
に
は
、
我
國
か
率
先

し
て
公
明
な
る
借
款
共
同
制
度
を
立
て
、
欧
米
の
自
由
行
動

を
束
縛

し
て
東
洋

の
半
跏
に
有
害
な
る
借
欺
を
獲
生
せ
し
め
さ
る
の
方
針
を
探
る
の
外
は
な
い

俄
國
か
欧
米
と
借
款
競
争
を
行
ふ
て
利
権
獲
得
に
成
功
す
る
の
見
込
な
き
に
係
は
ら
す
、
世
人
か
借
歎
共
同
に
反

封
ず
る
は
後
に
論
ず
る
か
如
く
我
國

の
満
蒙
及
山
東

の
既
得
権

の
喪
失
を
恐
る

＼
矯
め
て
も
あ
る
か
、

一
は
我
国
.

瓜
東
洋

に
於

て
廣
汎
な
る
優
越
椹
を
有
し
、
政
治
上
及
経
済
上
に
欧
米
を
排
し
て
自
ら
利
益
を
凋
占
し
叉
は
先
取

り
す
る
の
羅
利
あ
り
ε
信
ず
る
爲

撚
て
あ
る
。

東
…洋
の
季
和
に
取

っ
て
此
誤
解
ほ
ぜ
有
害
な
も

の
は
な
い
。

世

人
は
通
例
我
国

の
優
越
罹
か
最
近
に
も
石
井
、
ラ
ン
シ
ン
グ
協
約

に
由
り
確
め
ら
れ
な
か
の
如
く
信
ず

る
や
う
て

あ
る
が
、
此
協
約
は
絶
対
に
我
国
か
他
国
を
排
し
て
利
益
を
凋
占

す
る
.の
権
利
を
認
め
な
も

の
て
な
い
。
比
熱
は

協
約
成
立

の
當
時
既
に
之
を
諭
し
た
の
て
あ

る
が

(東
亜
経
済
研
究
第
二
答
第

一
號
)
要
す
る
に
東
洋

の
卒
和
就

中
支
那

の
保
全
は
我
國

の
存
立

に
必
要
條
件

て
あ
る
か
ら
、
其
雫
和
建
保
全
を
害
す
る
行
動
を
爲
ず
こ
ご
は
即
ち

我
國
に
敵
対
す
る
も

の
て
あ
る
こ
と
を
認
め
.し
め
投

の
て
あ
っ
て
、
我
國
か
積
極
的

に
政
治
上
纒
濟
上

の
利
益
を



濁
占
す
る
の
権
利
か
あ
る
ご
云
ふ
の
て
は
な
い
。
満
蒙
に
於
け
る
我
か
特
種

の
地
位
も
後
に
論
ず
る
か
如
く
此
趣

意
に
基

て
解
繹
せ
ら
る
へ
き
て
あ
る
。
我
国
か
東
洋
に
於

て
自
か
ら
侵
略
的
行
動
を
爾
さ

、
る
ご
同
時
に
、
諸
外

國
の
治
政
的
経
済
的
手
段

に
由
る
不
當

の
侵
略
を
防
ぎ
、
以
て
東
洋

の
濁
立

ご
李
和
ビ
を
.保
護
す
る
の
任
務
を
行

ふ
埴
き
は
、
東
洋
諸
國
も
衷
心
よ
り
我
國
を
以
て
其
濁
立
李
和
の
保
護
者

と
し
て
信
頼
す
る
こ
ご
＼
な
り
、
弦
に

道
徳
上

の
優
越
権
を
生
す

る
。
而
し
て
我
国
か
此
重
大
の
責
務
を
行
ふ
か
矯

め
に
は
、

一
方

に
國
力
相
當

の
軍
備

を
有
す
る
こ
`
も
必
要
て
あ
ら
う
か
、
同
時
に
諸
強
國
の
経
済
手
段
に
由

る
侵
略
的
行
動
を
防
止
す
る
爲
め
に
、

先

つ
借
款
共
同
制
度
を
設
け
.て
之
を
監
覗
せ
ね
は
な
ら
ぬ
。
世
人
は
通
例
借
款
共
同
制
度
を
設
け
る
ε
云

へ
は
我

.

國
か
隊
米
語
國
に
監
視
せ
ら
れ
て
自
由
手
腕
を
束
縛
せ
ら
る
、
こ
と
」
解
し
、
我
国
か
之

に
由

て
隊
米

の
資
本
的

帝
國
主
義

の
賑
唇
を
抑
制
し
監
督

す
る
も

の
ご
は
考

へ
な
い
。
此
主
客
顛
倒
の
解
羅
は
我
国
民

の
道
徳
的
勇
魚
の

甚
し
き
缺
乏
を
示
す
X
同
時
に
、

一
方
に
於

て
大
膿

に
も
排
他
醐
占
を
意
味
す
る
所

の
優
越
権
主
張

の
意
氣
込
8

も
甚
な
矛
盾

し
忙
現
象

て
あ
る
。
併
し
此
事
は
敢

て
不
思
議
て
な
い
。
若
し
も
我
國
の
輿
論
か
眞
に
正
義

に
熱
し

て

一
黙
侵
害

の
念
を
挾
ま
な
か

つ
だ
な
ら
は
、
我
國
民
倣
常

に
東
洋
人
は
勿
論
世
界
人
類

一
般
噛
我
腺
方
て
あ

る

ご
云
ふ
確
信
を
有
し
て
非
常

の
勇
魚
を
生
す

へ
き
筈
て
あ
る

三

支
那
殺
資
の
国
際
的
共
同

富
源
開
放
と
勢
力
範
團
の
打
破鋪

九
巻
.
(第

一
號

三
七

V

三
七

'

「
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支
那
投
資
に
關
し
て
守

る
へ
き
第
二
め
国
際
的
原
則
は
投
資
に
出

て
勢
力
範
團
を
作

る
こ
と
を
禁
止
す
る
こ
ピ
て

あ

る
。
勢
力
範
園
な
る
詞

の
意
義
は
必
し
も

一
定
し
て
居
な
い
。
域
外
國
か
事
賢
士
支
那
の
或
地
方
叉
は
或
事
業

に
付
き
他

に
優

る
の
脛
濟
的
勢
力
を
築
き
上
げ
投
場
合
に
も
、
其
地
方
叉
は
其
事
業
を
以
て
其
外
國
の
勢
力
範
園

ご
禰
中
る
を
常
ε
す
る
が
、
此

の
如
き
事
實
上

の
優
勢
は
不
自
然
に
他
の
競
争
を
排
斥
し
て
得
た
も
の
て
な
く
、

自
他
を
利
す
る
眞

の
努
力
に
出
て
得
な
も
の
て
あ

っ
て
之
に
反
射
す
る
の
必
要
な
く
、
又
僚
約
に
出
て
之
を
禁
止

し
得

へ
き
性
質

の
も
の
て
も
な
い
。
吾
人
か
條
約
を
結

ひ
て
禁
止

せ
ん
忘
す
る
勢
力
範
園
な
石
も
の
は
法
制
上
の

事
實
ε
な
つ
π
も
の
を
指
す

の
て
あ
る
。
即
ち
或
投
資
起
業
を
駕
し
た
る
こ
紅
を
理
由
と
し

…
般
文
明
國

の
通
則

に
反
し
て
特
來
或
地
域
的
又
は
事
業
的
範
國
に

封
し
投
資
起
業
を

爲
す
の
濁
占
権
又
は

優
先
椹
を
獲
得
す
る
こ

ε
を
云
ふ
の
て
あ
を
。
支
那

の
如
く
国
勢

の
弱
き
國

に
於
て
資
本

の
力
に
由
り
自
由
に
勢
力
範
囲
を
作

る
こ
ご
を

認
む
る
ご
き
は
、
事
實

に
於
て
領
土
分
割

ご
類
似
す
る
結
果
を
生
し
、
叉
結
局
は
公
然
た
る
領
土
分
割
を
來
た
す

の
危
険
か
多

い
。
勢
力
範
園
を
作

る
の
自
由

か
認
め
ら
れ
て
居
て
は
、
.
一
方
に
如
何
な
る
領
土
保
全

の
僚
約
を
結

ふ
も
無
救

こ
な
ら
さ
る
を
得
な
い
。
是
れ
支
那
を
保
全
せ
ん
こ
す
れ
は
濁
り
形
式
的
政
治
的
に
領
土
分
割
を
禁
上

す

る
の
み
な
ち
す
、
経
済
手
段

に
由
る
勢
力
範
園

の
設
定
を
も
禁
止
す
る
の
必
要
あ
る
所
以
て
あ
る
。
.元
束
緒
外

國
か
支
那
に
饗
し
て
は
門
戸
開
放
を
迫
り
乍
ら
、
自
か
ち
支
那
に
入
り
來

っ
て
或
地
域
的
又
は
事
業
的

の
排
他
優

先

の
範
園
を
作
り
、
即
ち
或
範
園

の
門
戸
閉
鎖
を
行
ふ
こ
ご
は
人
な
る
矛
盾
て
あ
っ
て
、
又
、諸
外
國
か
支
那
に
於



b

て
相
互
に
機
會
均
等

な
る
へ
き
こ
&
を
約
し
た
主
意

に
も
反
す
る
。
猫
占
叉
は
優
先
権
&
機
會
均
等
ε
か
而
立
せ

r
さ
る
こ
ε
ほ
多
言
を
要
し
な
い
が
、
元
来
支
那

を
し
て
其
富
源
を
諸
外
國
に
開
放
せ
し
む
る
所
以
は
支
那

の
爲
め

且
つ
世
界
人
類

の
爲
め
に
其
富
源
を
開
獲
す
る
こ
ε
を
目
的
ε
す
る
か
ら
て
あ
る
。
然
る
に
或
國
か

一
定

の
勢
力

範
園
を
作
る
こ
ε
に
由
舶
、
其
國
よ
り
も

一
層
早
く
且
つ
」
層
布
敷
に
.典
範
園
内

の
開
獲
事
業
を
純
督

せ
ん
と
す

る
他
國
人
に
之
か
経
籍
を
禁
止
す
る
こ
&
は
其
實
富
源
閉
鎖
を
詐

る
す
も

の
て
あ

っ
て
、
支
那
に
迫

っ
て
門
戸
開

放
を
行
は
し
め
授
精
神
を
破

る
も

の
て
あ
る
。
故
に
支
那
を
し
て
門
戸
開
放
を
行
は
し
め
ん
、ご
す
れ
は
、

一
方
に

他
国
か
勢
力
範
圏
を
作
ら
な
い
ご
云
ふ
こ
ご
を
當
然

の
條
件
ご
せ
ね
は
な
ら
ぬ
。
若
し
外
國
か
勢
力
範
園
を
作
る

こ
.ご
を
主
張
す
る
な
ら
は
、

一
方
に
於
て
支
那
も
當
然
に
門
戸
開
放
を
拒
.絶
す
る
の
権
利
か
あ
る

此
第
二
の
原
則
を
腐
行
せ
ん
ご
・す
れ
は
當
然
支
那
に
於
け
る
重
要
の
濁
占
的
事
業
を

一
二
の
外
囲
人

の
纒
管
K
委

す

へ
か
ら
す
ε
の
結
論
を
生
す
る
b
事
業

の
種
類

に
出
て
は
自
然
に
濁
占
的
性
質
を
有
す
る
も
の
か
あ
b
、
r
叉
事

業

の
成
立
を
保
護
ず

る
矯
め
に
・は
競
争
を
制
限
し
て
或
程
度

の
濁
占
権
を
與

ふ
る
こ
ご
を
必
要
こ
す
る
毛

の
か
あ

る
。
.此

の
如
き
凋
占
的
事
業
は
今
日
の
文
明
國
に
於
て
は
孜
第

に
公
有

ε
な
り

つ
Σ
あ
っ
て
、
之
を
私
讐

に
委
す

る
場
合
に
は
厳
重
な
る
監
督

を
行
ふ
て
不
當

の
凋
占
利
益
を
貪

る
こ
ε
を
防
止
し
つ
＼
あ

る
が
、
支
那
に
於

て
外

人

に
重
要
な
る
凋
占
業

の
纒
一管
を
詐
る
す
ε
き
は
、
到
底
支
那
政
府

の
手
に
出

て
必
要
の
監
督
を
行
ふ
を
.得

さ
る

の
み
な
ら
す
、
其
事
業
か
政
治
上
経
済
上
に
重
大
の
關
係
を
有
す

る
も
の
て
あ
る
な
ら
は
、
.自
然
に
外
人
か
政
治

支
那
投
資
の
画
院
的
共
同

第
九
巻
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「號
.
三
九
)

三
九
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的

の
勢
力
範
團
を
作
る
に
至
る
を
見
れ
な
い
。
.散

に
外
資

に
出
て
重
要

の
猫
占
業
を
経
管
せ
ん
と
す
る
場
合
に
は

支
那
政
府
を
し
て
之
を
経
管
せ
し
む
る
こ
ε
を
必
要
ε
し
、
從

つ
℃
其
資
本
も
共
同
借
歎
制
度
に
由
り
之
を
調
達

し
使
用
す
る
こ
ε
を
必
要
ζ
す
る
。
而
し
て
支
那

の
富
源
開
獲
上
最
も
重
大
の
関
係
を
有
す
る
貨
幣
制
度
改
革

の

事
業
及
交
通
機
關
就
中
鐵
道
の
纒
鞍
は
何
れ
も
濁
占
的

の
重
大
事
業
て
あ
る
か
ら
、
共
同
借
欺
團

の
監
督

の
下
に

支
那
政
府
を
し
て
之

に
當
ら
し
む
る
こ
&
を
必
要
ε
す
る
こ
ε
は
曾
て
論
し
な
所
で
あ
る
。
支
那

の
幣
制
改
革
に

付

て
は
近
く
昨
年
本
誌
に
於
て
之
を
諭
し
π
が
、
目
下
講
和
會
議
に
於
け
る
重
要
問
題
と
な
っ
て
居

る
の
は
鐵
道

問
題
て
あ
る
か
ら
、
以
下
之
に
關

し
て
少
し
く
卑
見
を
述

へ
る
こ
ビ
、
す
る

慶
大
な
る
支
那

の
内
地
に
は
天
然

河
川

の
外
に
道
路
な
し
と
云
ふ
も
不
可
な
き
有
様

て
あ
る
か
ら
、
其
豊
富
な
る

天
然
資
源
を
開
獲
す
る
に
は
交
通
機
關
就
中
鐵
道
の
敷
設
を
必
要

こ
す
る
が
、
今
日
ま
て
鐵
道
の
狡
蓮

の
甚
な
不

充
分
.な
る
は

一
は
鐵
道
を
敷
設
す

る
も
之
か
聾
養
線
た
る
道
路

の
存
在
せ
ざ
る
か
爲
め
て
あ
り
、
從
っ
て
今
後
は

鐵
道
敷
設
ご
同
時
に
其
螢
養
線
と
し
て
自
動
車
輸
送
道
ヌ
は
人
車

軌
道
の
如
き
軽
便
有
効
な
る
交
通
磯
關

の
建
設

を
も
必
要
ε
す
る
の
て
を
る
が
、
北
郷
支
那
の
鐵
道

の
獲
達
を
姑
く
る
原
因
ε
し
て
、

一
方
に
は
支
那
人
か
外
資

外
人
に
之
を
詐

る
す
ご
き
は
勢
力
範
園
を
作

る
こ
ε
を
恐
れ
て
反
射
し
、
他
方

に
は
諸
外
國
か
過
去

に
於
て
自
か

ら
建
設
し
、
叉
は
惜
敗
關
…係
を
結

へ
る
鐵
道
に
射
し
て
聯
絡
を
有
し
若
く
は
之
ε
競
争
關
係
を
有
す
る
所

の
新
線

を
敷
設
す
る
こ
ε
に
封
し
、
各
自

に
優
先
椹
を
主
張
し
て
他

の
行
動
を
妨
害
し
、
從

っ
て
今
日
支
那
の
何
れ
の
方



面
に
於
て
も
多
少
有
望
の
鐵
這
を
敷
設

せ
ん
ε
す
れ
は
、
必
ら
す
何
れ
か
の
國
か
優
先
灌
を
主
張
し
て
之
に
反
封

ず
る
か
爲
め
て
あ

る
。
各
國
か
勢
力
範
園
を
作
る
こ
ご
か
支
那

の
富
源
を
開
稜

せ
す
し
て
之
を
閉
鎖
す
る
所
以
と

、

な
る
の
事
實
ば
鐵
道
の
場
合
に
於
て
最
も
有
力
に
調
明
せ
5
れ

っ
レ
あ

る
。
散
に
目
下
日
英
米
佛

の
間
に
進
行
し

つ
、
あ

昏
借
款
共
同
問
題

ε
同
時
に
、
鐵
道
敷
設
に
封
ず
る
各
國

の
優
先
権
を
絡
て
支
那

に
還
付
し
、
共
同
惜
敗

比
出

て
之
を
経
管
ず

へ
し
&
云

へ
る
協
議
は
,
予
輩
の
熱
.恥
に
其
成
立
を
希
望
ず
る
所
で
あ
る
が
、
更

に
目
下
の

協
議
ば
凋
レ
新
線
敷
設
を
共
同
借
歎

に
由

る
こ
ζ
、
す
る
に
止
哀
ら
t
、
既
設
の
鐵
道
に
付
て
も
支
那
ε
四
個
國
「

て

ε
.の
兵
団
管
理
を
行
ふ

へ
し
ε
云
ふ
意
見
も
起
つ
で
居

る
。
從
來
外
人

の
建
設
経
管
せ
る
鐵
道
の
外
に
外
債
に
由

る
支
那
政
府

の
鐵
導
も
多
く
は
債
擢
風

の
技
術
者
監
督
者

か
其
維
螢
に
幾
分
参
加
し
て
居

る
.
是
れ

一
は
債
権
保

護

の
爲
め
已
む
を
得
さ
る
所

で
あ
る
が
、
…併
し

「
の
鐵
道

に
射
し
て
或
は
特
定
の
外
國
の
み
か
其
経
管

に
参
加
す

る
ご
き
は
、
假
令

へ
支
那
政
府
が
其
脛
笹
杢
艦
た

る
場
合
ご
雄
も
、支
那

の
國
力
弱
く
且

つ
官
紀
の
磨
頽

せ
る
矯
め

に
、
其
外
國
か
不
常
[の
凋
占
的
勢
力
を
振

ふ
の
危
険
か
あ
る
。
少
㌣
ご
も
人
を
し
て
此

の
如
き
懸
念
を
懐
か
し

め
、

其
結
果
支
那
に
於
け

る
列
國
の
關
係
を
険
悪
な
ら
し
む
る
を
免
れ
な
い
。
故
に
荷
一
も
外
人
か
鐵
道

の
輕
瞥
に
關

保
す
る
以
上
は
、
或

一
國

の
み
か
之
に
關
係
す
る
こ
ε
を
止
め
て
、
共
同
参
加
を
行
ふ
ご
ぜ
か
、
支
那
の
保
全
ご

季
和

の
維
持

の
短
め
に
得
策
て
あ
る
。
此
共
同
参
加
を
如
何
な
る
程
度
め
も

の
ご
す

へ
き
か
.、
支
那
政
府
に
経
管

過
し
め
て
外
囲
は
之
に
共
個
監
督
を
行
ム
に
止
む

へ
噛
や
、
又
は
外
国
か
支
那
政
府

と
共
に
其
脛
螢
に
参
加
す

へ

支
那
投
資
の
国
際
的
共
同

第
九
巻

(第
一
號

四
一
}

四
一

ρ
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支
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投
資
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国
際
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巻
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號

四
二
)

四
二

ざ
や
の
問
題

か
起

る
。
此
附
題
を
決
す
る
に
付
ぎ
吾
か
は
成

る
へ
く
支
那

の
磯
面
を
尊
重
せ
ね
は
な
ら
ぬ
が
、
併

し
支
那
自
身
も
此
問
題
に
付
て
は
幣
制
改
革
問
題
ご
回
し
く
大
に
反
省

せ
ね
は
な

ら
ぬ
。
支
那
人
は
事
業
脛
螢
に

付
て
荷
ほ
大
に
諸
外
国
に
劣
れ
る
の
み
な
ら
す
、
官
紀
の
塵
頽
笹

る
爲
め
官
業

の
牧
支
に
付
て
甚
し
き
不
正
か
行

は
れ
特
に
盲
管
鐵
道
の
如
く
亘
大
の
牧
人
を
生
す
る
事
業
は
或

一
こ
の
黛
振

の
金
庫

の
如
き
姿
を
呈
し
、
以
て
政

争

の
弊
を
甚
し
か
ら
し
め
つ
、
あ
る
。
諸
外
國
は
此
の
如
く
濫
用
せ
ら

濁
.、
爲
め
に
支
那
に
貴
重

の
資
本
を
提
供

す
る
こ
ε
は
産
業
及
肚
會
政
策
上
忍
ひ
難
き
所
で
あ
る
の
み
な
ら
す
、
外
資
に
由
る
官
業
牧
人
は
其
債
権
の
憺
保

ε
レ
て
安
全
に
保
管
せ
ら
る
、
こ
ご
を
要
求
す
る
の
必
要
か
あ
る
。
故
に

一
先

つ
外
國
監
督

の
程
度
を
相
當
に
強

く
し
て
置
き
、
支

那
官
界

の
漸

次
秩
序
立
つ
に
從
ふ
て
之
を
緩

め
る
方

法
を
探

る
こ
&
を
穏
當
こ
す
る

鐵
遭
経
管
上
外
人

の
關
係
を
有
す
る
も

の
は
既
設
未
設
に
係
労
す
総
て
之
を
共
同

の
監
督
叉
は
管
理
の
下
に
置
く

こ
ご
か
支
那
を
保
全
し
且

つ
投
資

の
目
的
を
達
t
る
に
必
要
て
あ
る
享

れ
は
、
我
國
の
關
係
を
有
す

乃
満
蒙
及
.

山
東
鐵

道
に
付
て
例
外
を
認
む
へ
き
も

の
な
り
や
否
や
の
問
題

か
起
る
の
.て
あ
み
が
、
満
蒙

ご
山
東

ε
は
此
黙
に

付
て
匠

別
す

る
こ
ε
を
必
要
ご
す
る
。
我
国

か
從
來
満
蒙
に
謝
し
て
或
優
越
椹
を
有

す
る
の
理
由
如
何
に
付

て
は

ヨ

リ

我
国
の
意
見
か
必
し
も

一
致
し
て

居
な
い
や
ヶ
て
あ
る
が
、
卑
見

に
由
れ
ば
我
国

の
優
越
権
な
る
も

の
は

素
ご

外
国
の
侵
略
に
謝
し
て
支
那
を
防
衛
保
全
し
、
以
て
我
國
自
身

の
存
立
を
安
固
に
す
る
薦
め
我
国
か
負
捨
す
る
所

の
任
務
を
行
ふ
に

必
要
ご
す
る
範
園
及
程
度
に

存
在
す

へ
き
も
の
て
あ

る
。

今
傲
り
に
満
蒙
を
中
立
と
し
て

隊
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米
諸
強
国
か
我
国
ε
共

に
之
を
保
護
す

る
の
條
約
を
結
ん
だ
癒
し
て
も
、
.
一
朝
此
地
方
に
謝
し
外
國
の
侵
略
か
起

つ
投
場
合
に
、
国
運

を
賭
し
て
之
を
防
衛
せ
さ
る
を
得
さ
る
地
位
に
立
つ
も
の
は
濁
り
我
国

の
み
て
あ
っ
て
、
他

の
諸
國
は
満
家

の
安
否
か
直
接
に
自
國

の
生
存

に
蹴
係
を
及

ぼ
す
か
如

き
地
位

に
立

っ
て
居

る
も
の
て
な
炉
。
我

国
か
此

の
如

き
満
家
.防
衛

の
大
責
任
を
果
だ
t
矯
め
に
は
之
に
必
要
な
る
櫻
利
を
有
せ
ね
は
な
ら
諏
。
此
権
利
た

る
や
他
国
を
排
し
て
自
か
ら
利
益
す
る
&
云
ふ
侵
略
的

の
も

の
て
な
く
、
我
國

の
責
任
執
行
上
當
然
に
必
要
ご
す

る
範
園
程
度

の
も
の
て
な
く
て
は
な
ら
ね
。
此
見
地
よ
り
す
れ
は
日
露
戦
争

の
結
果

ε
し
て
條
釣
上
現
に
我
国
か

享
受
し
つ
Σ
あ
る
椹
利
、
即
ち
満
蒙
に
於
て
相
當

の
租
借
地
を
有
し
、
叉
防
備
遂
行

の
短
め
最
も
必
要
8
す
る
所

の
鐵
追
及
附
厨
事
業

の
経
管
に
關
す
る
権
利
を
有
す
る
こ
ご
は
當
総
て
あ
る
が
、
其
以
外
に
は
政
治
上
経
済
上
何

等

の
排
他
優
先

の
椹
利
か
な
い
。
世
間
往
亙
満
蒙
に
於
け

る
我
権
利
は
血
を
流

し
て
獲
得
し
龍
當
然
の
結
果
て
あ
、

る
&
主
張
-す
る
者
も
あ
る
が
、
若
し
も
血
を
流
し
て
獲
得
し
な
こ
ε
か
當
然

に
椹
利
を
生
す

る
も

の
て
あ

っ
た
な

ら
は
、
如
何
な
る
侵
略
的
行
動
も
正
當

の
椹
利
を
生
す
乃
こ
&
、
な
る
。
我
国
の
権
利
倣
決

し
て
此

の
如
く
不
純

な
も
の
て
は
な
く
て
棘
聖
な
る
義
務

の
遂
行

に
俘
ふ
も
の
て
あ
る

.

以
上

の
見
解
は
從
來
予
輩

の
屡
公
け
に
し
π
所
で
あ
る
が
、
隊
洲
戦
争
に
由
り
世
界

の
形
勢

の

一
憂
し
な
今
日
に

。
於

て
も
爾
ほ
同

】
の
見
解
よ
り
レ
て
我
国

の
満
家
に
於
け
る
特
種

の
地
位
か
是
認
せ
ら
る
へ
き
も
の
な
り
や
否
や

の
問
題
か
起

る
。
此
問
題
に
直
接

の
關
係
を
有
す
る
世
界
形
勢

の
愛
化

ご
云
へ
は
圭

に
露
國

の
國
情

の
」一
婁

ご
國

支
那
投
資
の
國
際
的
共
同

第
九
巻

(第
一號

四
三
〕

四
三
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支
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投
資
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国
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共
同

第
九
巻
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「號
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四
四
V

四
四

際
聯
盟
の
成
立

ご
て
あ
嘉

、
先

つ
露
国

の
形
勢

の

壷

皿
付
て
見

る
に
、
成
程
月
下

の
露
国
は
過
去
の
露
国

ε

甚
し
一
異

っ
て
居

る
が
.r
併
し
何
人
か
見

る
略
今
月

の
露
国
の
形
勢
は
脛
掻
的

の
も
の
て
あ

っ
て
、
今
後
建
設

せ

ら
る
へ
き
露
國
か
如
何
な
る
も
の
ε
な
る

へ
き
や
に
付
て
は
全
く
豫
想
す

る
を
得
な
い
。
只
π
動

か
す

へ
か
ら
さ

る
の

一
事
は
露
国
を
し
て
欧
洲
方
面
に
全
く
自
由
な
る
海
洋

の
出

口
を
失
は
し
む
る
ご
き
は
極
東
に
於
て
之
を
求

め
ん
ε
す
る
こ
と
か
　御
立
國
民

の
獲
展
に
伴

ふ
自
然

の
勢
て
あ
る
。
其

の
然

る
所
以
は
目
下
の
{講
和
會
議

に
於

て

フ

ユ
■
メ
及
ダ

ン
チ
ツ
ヒ
か
難
問
題
と
な
っ
て
居
る
事
實
を
見

る
も
明
か
て
あ
ら
う
。
露
国
民
か
眞
に
平
和
を
愛

す
る
国
民
て
あ
る
な
ら
は
、
其

の
極
東
に
於
て
不
凍
港
を
求
む
る
の
必
要
あ
る
こ
ど
か
必
ず
も
吾
人
を
し
て
戦
慄

せ
し
め
な
い
の
て
あ
る
が
、
渦
虫

の
露
国
が
甚
セ
侵
略
的

て
あ
り
、特
に
其
国
民
的
性
格

が
経
済
的
な
ら
さ
る
よ
り

し
て
其
要
求
を
貫
く
矯
め
に
は
常
に
武
力
に
訴
ふ
る
の
傾
嵐
あ
り
し
は
勿
論
、
目
下
の
露
国
を
代
表
す
る
も

の
こ

認
む

へ
き
過
激
派
の
態
度
を
見
る
も
、
國
か
に
出
て
過
激
主
義
を
世
界
に
尚且
傳
す
,る
こ
ε
を
其
使
命
こ
し
、
現
に
列

国
ピ
の
国
交
を
破
ふ
ワ
敵
対

の
地
位
に
立
ち
つ
Σ
み
っ
て
、
其
戦
圃
的
意
気
は
頗
ふ
る
旺
盛

て
あ
る
。
又
温
去
に

於

て
露
國
か
極
東
侵
出
策
を
.探

つ
な
ご
ビ
に
付
て
は
凋
逸

こ
の
結
托
か
大
開
係
を
有
す
る
が
、
今
後

の
稠
逸
か
如

何

に
成

り
行
く

へ
き
か
を
豫
恕
す
る
こ
ご
も
囲
難

て
あ
る
。
現

に
講
和
會
議
に
於
て
も
凋
逸

か
再
ひ
侵
略
的
行
動

を
探

る
の
危
険
を
豫
想
し
て
非
常
に
苛
酷
な
る
講
祐
條
件
を
之
に
強
制
し
つ
＼
あ
る
て
は
な
い
か
ゆ
或
は
國
際
聯

盟

か
成
立
し
て
世
界

の
卒
和
を
保
陣
せ
ん
と
す
る
今
後
に
在
て
は
、
我
国
も
支
那
も
満
蒙
に
射
し
て
は
最
早
や
意

を
安
ん
し
て
可
航
り

嘘
の
論
を
起
る
て
あ
ら
う
。

予
輩
も
国
際
聯
盟
か

填

に
之

の
卒
和
を

保
樟
す
る
の
機
關

ご



な
る
こ
ど
を
衷
心
よ
り
希
望
す
る
者
て
あ
る
が
、
併
し
目
下

の
聯
盟
計
書

の
組
織

ε
原
則
と
は
甚
え
不
完
全
な
も

の
て
あ
り
、
特
に
世
界

の
雫
和
橿
齪
原
因
の
最
も
人
な
る
経
済
上

の
交
通
に
付
て
公
正
な
る
原
則
を
定
む
る
こ
ご

を
殆

ん
ε
閑
却
し
、
現
に
各
國
互
に
脛
濟
的
帝
国
主
義
の
實
行
に
熱
中
し

つ
、
あ
る
の
て
あ
る
。散
に
我
国
は
今
口

直
ち
に
此
国
際
聯
盟

に
謝
し
て
自
国
の
存
立
を
.託
す
る
こ
ご
は
出
來
な
い
。
加
之
…聯
盟
支
持
者
た

る
英
米
佛
に
し

て
眞
に
聯
盟
の
威
力
を
信
ず
る
な
ら
は
、
凋
逸

の
侵
略
主
義

の
再
起
を
恐
れ
て
之
に
苛
酷
の
條
件

を
課
す
る
の
必

要
も
な
い
筈
て
あ
る
。
叉
木
國
大
統
領
は
最
も
熱
心
な
る
聯
盟
主
張
者

ご
認
め
ち
れ
て
居

る
が
、
若
し
も
米
國
に

し
て
聯
盟

の
威
力
に
充
分
の
信
用
を
煙
く
な
ら
は
、
外
國

の
侵
略

に
饗
し
て
羅
甸
亜
米
利
加
の
濁
立
を
保
護
す
る

こ
ε
を
目
的
ε
す
る

モ
ン
ロ
ー
主
義
な

み
も
の
は
何
等
の
必
要
な
き
に
係
は
ら
す
、
米
国
倣
聯
盟
規
約

の
中
に
文

明
を
以
て

モ
ン
ロ
ト
主
義
を
認
む
る
規
定
を
搗
く
る
こ
&
さ
へ
も
主
張
し
、
以
て
飽
く
ま
で
此
主
義
を
廊
行
せ
ん

&
し

つ
、
あ
る
を
見
れ
ば
米
國
自
身
も
決
し
て
此
聯
盟
に
充
分
の
信
用
を
置
か
さ
る
こ
ε
か
明
白

て
あ
る
。
此

の

如
く
聯
盟

の
支
持
者
自
身

か
不
安
を
威

し
乍

ら
、
濁
り
我
国
に
劃
し
て
之
を
信
用
す

へ
し
ビ
云
ふ
の
不
當
な
る
は

勿
論
て
あ
る
。
此
等
の
事
情
を
考
ふ
る
ε
き
は
、
我
国
の
満
蒙
に
於
け
る
特
種

の
地
位
は
支
那
の
爲
め
に
も
我
国

の
爲
め
に
も
禾
な
輕
々
に
之
を
拠

つ
こ
と
を
得
な
い
。
、
吾
人
は
今
後
国
際
聯
盟

を
理
想
的
に
改
造
鞍
達
せ
し
む
る

ε
同
時
に
、
本
論
に
述

へ
し
如
一
支
那
保
全
の
大
原
則
を
樹
立
す

る
こ
ご
に
由
b
、
東
洋
及
世
界

の
卒
和
を
維
持

し

つ
Σ
支
那
の
自
立
自
衛

の
力
を
養
ひ
、
更
に
満
蒙
の
輕
濟
界
に
劃
し
て
も
英
米
諸
大
國
を
誘
ふ
て
之
に
強
き
利

害

を
威
せ
し
め
、
從

フ
て
満
蒙
の
安
坐

K
耕
し
て
此
等
諸
大
國
の
熱
心
な
る
援
助
を
生
せ
し
め
、
以
て

一
日
も
早

支
那
投
資
の
圃
際
的
共
同

第
九
巻

(第
「
號
.
四
五
)

四
五
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支
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圃
際
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此
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九
巻

(岱夘
一
號

四
[⊥
ハ
)

四
工
ハ

く
我
國

の
満
蒙
鐵
道

に
劃
す
る
優
越
椹

の
主
張
を
不
必
要
な
ら
し
む
ろ
の
状
態

に
達

せ
ね
は
な
ら
ね
。
此
優
越
椹

は
必
要
止
む
を
得
さ
る
も
の
て
あ
る
ご
は
云

へ
、
荷

く
も
之
、を
存
続
す
る
限
り
は
眞

に
日
支
親
密

の
實

を
暴
く
る

こ
ε
は
至
難

の
業
て
あ
る

次

に
山
東
鐵
道
問
題

に
付

て
見
る
に
、
我
國
か
眞
に
支
那
保
全
の
大
原
則
を
確
立
し
て
列
国
に
之
を
守
ら
し
め
ん

ε
す
れ
は
、
我
国
自
身
か
不
當

の
侵
略
的
行
動
を
探

る
へ
か
・ら
さ
る
こ
ご
は
多
言
を
要
し
な
い
、
満
蒙
に
關
し
て

は
支
那
保
全

の
責
任
を
完

ふ
す
る
爲
め

の
必
要
よ
り
或
範
園

の
優
越
椹

を
有
す

る
こ
ε
、
な

る
の
て
あ
る
が
、
.満

蒙

の
如
く
外
国
ε
接
壌
し
て
其
侵
略

に
暴
露
せ
ら
る

、
こ
ご
な
き
支
那
本
土
の

一
部
な
る
山
東
に
付

て
は
決
し
て

満
蒙

の
場
合
ε
同
様

の
理
財
を
以
て
優
越
椹

の
享
有
を
主
張
す
る
を
得
な
い
。
最
転
山
東
鐵
道
は
満
蒙
鐵
道

の
如

一
我
国
か
軍
猫

に
之

を
支
配
す
る
の
て
な
て
、
主
権
套

る
支
那
政
府

異

同

に
経
管
す
る
の
て
あ
る
.
故
に
支

那
か
我
国
を
信
用
し
、
又
世
界
諸
国
か
支
那
ご
我
国
ご
に
信
用
を
世
く
に
於
て
は
、
我
国
か
之
を
自
己
の
勢
力
範

園
ε
し
て
濫
用
す
る
こ
ご
を
怒
る

、
の
必
要
は
な
い
が
、
此

の
如
き
信
用

の
存
在
し
な
い
矯
め
に
問
題
か
起
る

の

て
あ
る
。
假
り
に
地
を
代

へ
て
英
文
は
米
か
支
那
の
首
府
に
迫
り
其
咽
喉
を
扼
す
る
か
如
き
或
重
要

の
鐵
道
を
支

那
政
府
&
合
辮
に
て
経
管
す
る
こ
&
》
な
っ
た
な
ら
は
、
我
国
は
必
略
す
英
国
又
は
米
国
か
勢
力
範
園
を
作

っ
て

支
那
保
全
を
危

ム
す
る
も
の
&
認
め
飽
く
ま
で
之
に
反
封
ず
る
に
相
違

な
い
。
我
国
か
眞

に
支
那
保
全
を
以
て
我

国

の
天
職
な
り
ε
す
る
以
上
は
、
我
悩
自
身
か
今
日
の
如
く
山
東

に
於
け

る
猫
逸

の
侵
略
的
利
盆

の
相
続
人
穴
る

こ
定
を
主
張
し
て
は
な
ら
頭
。
特
に
我
国
か
此
際
山
東
に
謝
す
る
凋
逸

の
相
続
人
な
る
こ
ご
を
主
張
す
る
ε
き
は

「



一

世
人
は
必
5
す
満
蒙
に
勤
す
る
我
権
利
の
主
張
を
も
之
ε
同

一
脱
す
る
に
至
b
、
之
か
爲
め
満
蒙
に
於
け
る
我
特

種

の
地
位
を
薄
弱
な
ら
し
む
る
を
冤
れ
な
い
。
固
よ
り
我
国
か
山
東
鐵
道
を
共
同
の
監
督
又
は
管
理
の
下
に
置
く

こ
ピ
を
承
認
す
る
の
條
件
こ
し
て
は
、
前
に
逃

へ
し
如
く
惜
敗
共
同
制
度
を
設
く
る
こ
ビ

、
、
我
満
蒙
鐵
道

の
場

合
を
除
き
其
他

の
支
那
鐵

道
に
し
て
外
人

の
關
係
を
有
す
る
も

の
は
轟
く
山
東
鐵
道

と
同
様

に
共
同
監
督
叉
は
管

理
の
下
に
置
く
こ
ε
及
之
に
饗
し
て
支
那
か
其
富
源
を
汎

く
世
界
に
開
放
す
る
こ
ε
て
あ

る
。
我
國
民
か
山
東

に

射
し
て
執
着
す
る
所
以

の

「
は
、
我
國
か
国
家

の
欄
立
に
必
要
な
る
鐵
石
炭
に
乏
し
ぎ
爲
め
、
佃
東
鐵

道
沿
線
の

此
等

の
富
源

に
封
ず
る
権
利

の
獲
得
を
重
要
視
す

る
か
爲
め
て
あ
る
。
故

に
支
那
は
是
非

こ
も
其
富
源

の
開
放
を

行
は
ね
は
な
ら
ぬ
コ
元
來
天
然
資
源

を
汎
く
世
界

に
開
放
す
る
こ
ご
は
支
那

一
団

の
守

る
へ
き
責
任
て
な
く
、
世

界
各
国

の
守

る
へ
き
原
則
て
あ

っ
て
、
國
際

聯
盟
か
此
原
則
を
確
立
せ
さ
る
こ
ご
か
甚
し
き
誤
ち
て
あ
乃
こ
こ
は

曾
て
本
誌

に
諭
し
た
如
く
て
あ
る
か
、
今
日
各
国
か
未
だ
此
開
放
を
行
ふ
に
至
ら
さ
る
に
畑鞠
り
支
那
に
射
し
て
之

を
責
む
る
は

一
見

不
公
準
な
や
う
て
あ
る
。
併
し
此
開
放
は
其
實
支
那
自
身

の
爲
め
に
最
も
必
要
て
あ
る
。
此
事

コ

は
既

に
種
々
の
機
會
に
於
て
之
を
諭
し
た
が
、
其
事
柄
か
重
大
て
あ
る
か
ら
更
に
他
日
本
誌
に
於

て
之
を
諭
し
て

見
な
い
。
只
た
藪
に

=
目
す

へ
き
は
外
國
か
支
那
に
入
り
込
ん
で
勢
力
範
園
を
作
っ
て
居

る
限
り
は
、
支
那
人
か

門
戸
開
放
に
付
て
椴
本
的
に
不
安
を
懐
か
さ
る
を
得
な
い
。}
天
北
開
放
は
世
界
各
國

の
守

る
へ
き
原
則
こ
す
る
こ

ε
を
要
す
る
も
の
て
あ
る
か
ら
、
吾
人
は
今
後
之
を
国
際
聯
盟

の
最
も
重
要

の
原
則
ε
す
る
こ
ご
に
飽
く
ま
で
努

力
せ
ね
は
な
ら
ぬ

支
那
投
資
の
国
際
的
共
同
一

策
九
巻

(鑑
一號

四
七
)

四
七

1

L...


